
令和2年度

科目

この科目では、１年次に「国語総合」で学んだことを活かしながら、様々な文章に触れ、読解力を向上させるとともに、自分の意見や意志を
的確に伝えるための「話す・聞く・書く」ことを学び、表現力を磨き高めていきましょう。

学校番号 121

国語科

教科 国語 現代文Ｂ 単位数 2 年次 2年次

使用教科書 「精選　現代文Ｂ」（東京書籍）

副教材等
①「図でつかむ　リード現代文２」（啓隆社）②「日本文学史ノート」（京都書房）
③「意味から学ぶ常用漢字」(第一学習者)    ④「新訂　国語図説　四訂版」（京都書房）

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

２　学習の到達目標

近代以降の様々な文章に触れ、読解力を高めるとともに、ものの見方・考え方を深める。

３　学習評価(評価規準と評価方法)

観点 a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解

・定期考査
・小テスト

観点の趣旨

国語で理解し表現す
る力を進んで高める
とともに、国語を尊
重してその向上を図
ろうとしている。

目的や場に応じて、効
果的に話したり的確に
聞き取ったりして、自
分の考えを深め、発展
させている。

必要な情報を用
い、相手や目的、
課題に応じた適切
な表現による文章
を書き、自分の考
えを深め、発展さ
せている。

近代以降の文章を的
確に読み取ったり、
目的に応じて幅広く
読んだりして、自分
の考えを深め、発展
させている。

言語文化及び言葉の特徴や決まり
などについての理解を深め、知識
を身につけている。

評価方法

・行動の観察（授業
や課題への取り組
み）
・記述の点検（ノー
ト、ワークシート
等）

・行動の観察（発表や
朗読等の音声言語活
動）
・記述の確認（発表時
等における相互評価へ
の取り組み）

・記述の確認及び
分析（ワークシー
ト、短作文、作
文、韻文創作等）

・定期考査
・小テスト

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に
配分し、評価します。



a b c d e

○ ◎ ○

○ 　 ○ ◎ 　

　 ○ ◎ ○

○ ○ ◎

○  ○ ◎

○  〇 　◎

○ ○ 　 ◎ 　

○ ○ 　 ◎ 　

４　学習の活動

学 期 単元名 学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法

a:文章を読んで自分の考えを深めたり、
　それを効果的に表現しようとしている。
c:文章を読んで自分の考えを深め、その内
  容を効果的に表現している。
d:文章を読んで批評することを通して、人間、
　社会などについて自分の考えを深めてい
る。

a:行動の観察
　記述の点検
c:記述の点検
d:定期考査

c:文章を読んで自分の考えを深め、その内
  容を効果的に表現している。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
　表現に即して読み味わっている。
e:語句の意味や表現上の特色を理解してい
る。

c:記述の点検
d:記述の点検
　定期考査
e:記述の点検
　定期考査

1

評論１

評論２

小説１

『世界をつくり替えるために』
『ミロのヴィーナス』

『科学的「発見」とは』

『山月記』

a：文章を的確に読み取り、自分の考えを
　発展させようとしたり、考えをまとめて話し
　たり 的確に聞き取ろうとしている。
b：考えをまとめて話したり、的確に聞き
　 取っている。
d：文章を読んで、構成、展開、要旨などを
　的確にとらえ、その論理性を評価できる。

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:記述の点検
　定期考査

a:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　取ったり、必要に応じて要約や詳述を
　したりしようとしている。また、表現の仕
　方を工夫して話し合おうとしている。
b:考えをまとめて話したり、的確に聞き
　 取っている。
d:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　 取ったり、必要に応じて要約や詳述をし
　 たりしようとしている。

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:定期考査

a:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わおうとしている。
c:文章を読んで自分の考えを深め、その内
  容を効果的に表現している。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わっている。

a:行動の観察
　記述の点検
c:記述の点検
d:定期考査

a:語句の意味や表現上の特色を理解したり、
　書き手の意図や心情の描写等を的確にと
  らえて表現に生かそうとしている。
c:韻文に用いられている表現上の特色を自
　分の表現に生かすことができている。
e:語句の意味や表現上の特色を理解してい
る。

a:行動の観察
c:記述の点検
e:記述の点検
　定期考査

a:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わおうとしている。
b:様々な角度から検討し自分の考えをも
　ち、根拠を明確にして意見を述べる。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
　表現に即して読み味わっている。

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:記述の点検
　定期考査

2

評論３

小説１

評論３

小節２

『おじいさんのランプ』

『旅する本』

『消費されるスポーツ』

『こころ』

a:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　取ったり、必要に応じて要約や詳述をし
　ようとしている。
d:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　取ったり、必要に応じて要約や詳述をし
　ている。
e:語句の意味や表現上の特色を理解してい
る。

a:行動の観察
　記述の点検
d:定期考査
e:定期考査

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:記述の点検
　定期考査

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:話す・聞く能力　c:書く能力　d:読む能力 e:知識・理解
※　年間指導計画（例）作成上の留意点
・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行
う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

a:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わおうとしている。
b:様々な角度から検討し自分の考えをも
　ち、根拠を明確にして意見を述べる。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
　表現に即して読み味わっている。

3

評論４

小説３

『人間の運命と科学』

『蠅』

○ 　 ◎ ○



令和2年度

科目

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に
配分し、評価します。

言語文化及び言葉の特徴や決まり
などについての理解を深め、知識
を身につけている。

評価方法

・行動の観察（授業
や課題への取り組
み）
・記述の点検（ノー
ト、ワークシート
等）

・行動の観察（発表や
朗読等の音声言語活
動）
・記述の確認（発表時
等における相互評価へ
の取り組み）

・記述の確認及び
分析（ワークシー
ト、短作文、作
文、韻文創作等）

・定期考査
・小テスト

・定期考査
・小テスト

観点の趣旨

国語で理解し表現す
る力を進んで高める
とともに、国語を尊
重してその向上を図
ろうとしている。

目的や場に応じて、効
果的に話したり的確に
聞き取ったりして、自
分の考えを深め、発展
させている。

必要な情報を用
い、相手や目的、
課題に応じた適切
な表現による文章
を書き、自分の考
えを深め、発展さ
せている。

近代以降の文章を的
確に読み取ったり、
目的に応じて幅広く
読んだりして、自分
の考えを深め、発展
させている。

この科目では、引き続き随想・小説・評論文・詩・短歌・俳句など、様々な種類の文章や韻文が登場します。特に３年次では、より様々な文
章に触れられるように、教科書以外の教材で多くの文章を広く扱うようにしています。２年次の「現代文B」で学んだことを活かしながら、
それらを読み込み、味わい、自分自身の頭で整理し考えることで、よりいっそう自らの感性を豊かのものにしていきましょう。また、そのよ
うに作品を通して学んだことや自分の考えを書いたり発表したり、人の意見を聞いたり読んだりすることで、これまで以上に表現力を磨き高
めていきましょう。

２　学習の到達目標

・文学作品を深く味わうことのできるように身につけた読解力や語彙力を身に活かして、自ら作品を読み味わえる力をよりいっそう高める。
・伝え合う力へとつながる表現力や音声言語力をさらにつけることで、社会の中で主張したり、相手の主張を理解する力をよりいっそう高める。
・総じて、様々な言語活動を通して豊かな言語感覚をさらに身につけて、変わりゆく社会の中で自ら生きる力をよりいっそう高める。

３　学習評価(評価規準と評価方法)

観点 a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解

使用教科書 「精選　現代文B　改訂版」（大修館書店）

副教材等
①「新訂国語図説（四訂版)」（京都書房）②「読解現代文必携　キーワードの卵」（尚文出版）
③「共通テスト対策　現代文完答２０」(尚文出版)

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

学校番号 121

国語科

教科 国語 現代文Ｂ 単位数 2 年次 3年次



a b c d e

○ ◎ ○

○ ○ ○

　 ○ ◎ ○

○  〇 　◎

○ ○ 　 ◎ 　

○ 　 ○ ◎ 　

1

評論（一）
倫理と心理

文章の精読と評価（一）
様々な文章に触れる

短歌・俳句
ことばを味わう

小説（一）
虚構と象徴

文章の精読と評価（一）
様々な文章に触れる

『「贈り物」としてのノブレス・オブリー
ジュ』

『心に残る秀句』（随想）
『光秀と紹巴』（戯曲）

『東京モノレール』（小説）

『俳句１５句』

『赤い繭』

『「まなざし」の中の自己』（評論）
『絵と絵を超えるもの』他（評論）
『コミュニティを問い直す』（評論）

a：文章を的確に読み取り、自分の考えを
　発展させようとしたり、考えをまとめて話
し
　たり 的確に聞き取ろうとしている。
b：考えをまとめて話したり、的確に聞き
　 取っている。
d：文章を読んで、構成、展開、要旨など
を
　的確にとらえ、その論理性を評価でき

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:記述の点検
　定期考査

c:文章を読んで自分の考えを深め、その内
  容を効果的に表現している。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
　表現に即して読み味わっている。
e:語句の意味や表現上の特色を理解してい
る。

c:記述の点検
d:記述の点検
　定期考査
e:記述の点検
　定期考査

a:語句の意味や表現上の特色を理解したり、
　書き手の意図や心情の描写等を的確にと
  らえて表現に生かそうとしている。
c:韻文に用いられている表現上の特色を自
　分の表現に生かすことができている。
e:語句の意味や表現上の特色を理解してい
る。

a:行動の観察
c:記述の点検
e:記述の点検
　定期考査

a:人物の心情を的確にとらえようとし
　ている。
c:考えをまとめて適切に文章にして
　いる。
d:人物の心情を的確にとらえている。

a:行動の観察
  記述の点検
c:記述の点検
d:定期考査

a:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わおうとしている。
b:様々な角度から検討し自分の考えをも
　ち、根拠を明確にして意見を述べる。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
　表現に即して読み味わっている。

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:記述の点検
　定期考査

a:文章を読んで自分の考えを深めたり、
　それを効果的に表現しようとしている。
c:文章を読んで自分の考えを深め、その内
  容を効果的に表現している。
d:文章を読んで批評することを通して、人間、
　社会などについて自分の考えを深めてい
る。

a:行動の観察
  記述の点検
c:記述の点検
d:定期考査

４　学習の活動

学 期 単元名 学習内容 主な評価の観点 単元（題材）の評価規準 評価方法



○ ○ ◎

○  ○ ◎

○  〇 　◎

○ ○ 　 ◎ 　

○ 　 ○ ◎ 　

※　表中の観点について　a:関心・意欲・態度　b:話す・聞く能力　c:書く能力　d:読む能力 e:知識・理解
※　年間指導計画（例）作成上の留意点
・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に評価を行
う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。

◎

a:文章を読んで自分の考えを深めたり、
　それを効果的に表現しようとしている。
c:文章を読んで自分の考えを深め、その
　内容を効果的に表現している。。
d:文章を読んで批評することを通して、
  人間、社会などについて自分の考えを
  深めている

a:行動の観察
　記述の点検
c:記述の点検
d:定期考査

a:文章を読んで自分の考えを深めたり、
　それを効果的に表現しようとしている。
c:文章を読んで自分の考えを深め、その内
  容を効果的に表現している。
d:文章を読んで批評することを通して、人間、
　社会などについて自分の考えを深めてい
る。

a:行動の観察
　記述の点検
c:記述の点検
d:定期考査

3

文章の精読と表現
（三）
様々な文章に触れる

『椅子と日本人のからだ』（評論）
『メディアと芸術』（評論）

『伊良子清白　月光抄』（詩論）
『破線の行方』（詩論）

○ 　 ◎ ○

a:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　取ったり、必要に応じて要約や詳述をし
　ようとしている。
d:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　取ったり、必要に応じて要約や詳述をし
　ている。
e:語句の意味や表現上の特色を理解してい
る。

a:行動の観察
　記述の点検
d:定期考査
e:定期考査

○ 　○

2

評論（一）
倫理と心理

文章の精読と表現（一）
様々な文章に触れる

短歌・俳句
ことばを味わう

小説（二）
こころに触れる

文章の精読と表現（二）
様々な文章に触れる

『こころは見える？』

『馬と暴動』『空隙』（詩・鑑賞文）
『カナダ通り』（小説）
『無名作家の日記』（小説）
『最初の秋』（小説）

『短歌１３首』

『待つ』

『近代デザインの展開』（評論）
『考えあう技術』（評論）
『「他者」の存在を思い出すこと』
『森の思想が人類を救う』（評論）

a:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　取ったり、必要に応じて要約や詳述を
　したりしようとしている。また、表現の仕
　方を工夫して話し合おうとしている。
b:考えを深めるために、相手の立場や考え
　を尊重し、表現の仕方を工夫して話し
　合っている。
d:文章の内容を叙述に即して的確に読み
　 取ったり、必要に応じて要約や詳述をし
　 たりしようとしている。

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:定期考査

a:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わおうとしている。
c:文章を読んで自分の考えを深め、その内
  容を効果的に表現している。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わっている。

a:行動の観察
　記述の点検
c:記述の点検
d:定期考査

a:語句の意味や表現上の特色を理解したり、
　書き手の意図や心情の描写等を的確にと
  らえて表現に生かそうとしている。
c:韻文に用いられている表現上の特色を自
　分の表現に生かすことができている。
e:語句の意味や表現上の特色を理解してい
る。

a:行動の観察
c:記述の点検
e:記述の点検
　定期考査

a:文章に描かれた人物、情景、心情等を
 表現に即して読み味わおうとしている。
b:様々な角度から検討し自分の考えをも
　ち、根拠を明確にして意見を述べる。
d:文章に描かれた人物、情景、心情等を
　表現に即して読み味わっている。

a:行動の観察
b:行動の確認
　記述の点検
d:記述の点検
　定期考査


